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＜連絡事項＞

・本日の定期薬処方では、お盆の関係もあり14日分処方と半券記載してありますが、実際には7日分のみ病棟にあがって来ています。今週はカルテに貼らずＳＧＭのＢＯＸで保管し、来週の定期薬セットの際に確認してカルテへ貼ってください。また、その間の服薬変更等で中止をした場合などは、その時点で定期薬の半券を貼ってから中止箋の処理をしてください。
＜患者様連絡事項＞

・北山　ミワ様～東Ｃユニット209号室から南Ｃユニット209号室へ転入となっています。

・田野畑　忠夫様～本日、14：00退院となっている。

・赤坂　耕作様～本日、朝に白湯を開始し、昼よりCZ-Hi1-2-1で開始。点滴本日分で終了の指示あり。その後、エア音確認するもはっきりせず、胸部X-P施行。主治医へマーゲンチューブ挿入について報告し、服薬・経管栄養止めとし、点滴１日分処方となっています。
・川原　國子様～マグミット⇒カマ（0.5）3Ｐ 3×ndE 3日分処方となっています。粉が飲みにくいようであれば報告するようにとの事。
・北向　みつる様～血糖測定の指示を本日より8/16（水）16：00まで貰っています。
・吹越　勇一様～左手腫脹見られているとの申し送りでしたが、本日は腫脹軽減しており、主治医へ状態報告し、経過観察の指示をもらっています。
・松倉　冨美子様～明日の外出について、家族より台風が近づいてきているため、取り止めしたいと話しを受けています。
・山下　ヨシ様～8：00より排尿確認出来ておらず、主治医へ報告し、12時間排尿がなければ導尿の指示が出ています。
＜部屋移動＞

・梅内　重美様～南Ｃ205号室⇒南Ｃ206号室へ部屋移動しています。
・川原　國子様～南Ｄ209号室⇒南Ｄ208号室へ部屋移動しています。

・奈良　芽乃子様～南Ｃ207号室⇒南Ｃ208号室へ部屋移動しています。

・林　恵司　様～南Ｄ208号室⇒南Ｄ204号室へ部屋移動しています。

＜要注目患者様＞

・船木　榮子様～バイタル異常なく経過している。ぼーっとしている事はあまりなく、スタッフの話し掛けに表情よく返答されている。
・北向　みつる様～バイタル異常なく経過している。酸素飽和濃度90％台で経過していますが、一時的に90％を下回る事あり、体位変換等をしています。13：00より酸素１Ｌへ増量し対応しています。
・赤坂　耕作様～バイタルや酸素飽和濃度の異常なく経過しています。経管栄養の指示でてるがマーゲンチューブ挿入できずにいます。痰絡みはなく経過しています。
・吹越　勇一様～左手腫脹軽減してきており、経過観察しています。6：00に排尿確認し、日中は水分補給を促しています。
・石井　すみ様～体温37.1℃のためクーリング施行しています。その他のバイタル異常はありません。日中は臥床して過ごしている事が多く、排便の訴えあり排便少量確認しています。
・川原　國子様～バイタル異常なく経過しています。依存的な様子なく、拒薬はなく服用する事出来ています。
・山下　ヨシ様～午前中は閉眼している事が多く、声掛けや身体を揺さぶっても反応はほとんど見られませんでした。体温37.1℃、その他のバイタルは異常なく経過しています。昼食は開眼されており、自力にて摂取されています。

・野月平　チエ様～トイレの際、ほぼ全介助となっています。夜間でもトイレを希望しており、不眠で経過されています。

・村舘　ミネ様～夜間に同室者のトイレ要求でスタッフを呼ぶなどし、不眠で経過しています。

・阿部　義一様～午前中は痰鳴なく経過しています。昼食介助時より、痰鳴聞かれているため対応しています。

・澁谷　兼一様～昨日の夕食後薬を拒否されており、時間をずらし一人に過ごしている際に服用して貰っています。本日は拒薬する事なく服用出来ています。
・小笠原　ウメ様～昨日、男性患者様と過ごしており、その方が夕食後薬を拒否した事に対し、「そんなの飲まなくていいんだ」と話している事がありました。本日は距離を置いて過ごしてもらっています。

・北山　ミワ様～バイタル異常なく、酸素飽和濃度99％で経過しています。左臀部に1.5×1.5の皮膚剝離あり、ガーゼで保護されているのを確認しています。アズノール+ラップ保護で対応しています。
＜定期薬変更＞

・山下　ヨシ様～就床前薬：リスペリドンOD錠（2）→リスペリドンOD錠（1）へ減量

・馬場　清　様～朝食後薬：アロプリノール（100）１錠追加処方

　　　　　　　　就床前薬：ゾルピデム（10）１錠追加処方

・竹内　恒子様～　セパゾン錠（2.2）２錠　中止

＜小倉Ｄｒ診察＞

・田嶋　松男様～明日、採血の指示がでています。その他は経過観察との事です。

・阿部　義一様

・五十嵐　恵子様

・是川　次友様　　　　経過観察の指示。

・北向　みつる様

・赤坂　耕作様

＜皮膚科診察＞

・大橋　トシ　様～両前腕にデルモゾール塗布。

・田島　　博　様～左背部にデルモゾールクリーム塗布。

・北向　みつる様～右頬・両足にゲンタマイシン軟膏塗布。

　　　　　　　　　プレドニゾロン（5）1.5Ｔ 2×1朝・夕

⇒プレドニゾロン（5）1Ｔ 2×1朝・夕へ変更

・大里　光子　様～タベジール飲み切り止め。
・種本　サハ　様～頭皮にデルモゾールローション塗布。

・赤坂　耕作　様～テルビナフィンクリームなくなってから診察。

・沢田　三郎　様～タベジール飲み切り止め。

・竹内　恒子　様～処置終了。

・是川　次友　様～臀部・腰部にオイラックス+デルモゾール

・北野　はるゑ様～胸部・腰部にオイラックス+デルモゾール

・川原　國子　様～左臀部にデルモゾール塗布。

・奈良　芽乃子様～左足第１趾にゲンタマイシン+ガーゼ保護

・高橋　ミツ　様～背部・右大腿部内側にデルモゾール塗布

・福田　りわ　様～処置終了

・野月平　チエ様～帯状疱疹の箇所にゲンタシン+デルモゾール塗布
・山下　ヨシ　様～タベジール飲み切り中止
・母良田　幸子様～オイラックス⇒デルモゾール塗布へ変更

・鈴木　吉男　様～タベジールが処方。
・梅内　重美　様～湿疹軽減のため部屋移動。タベジール飲み切り止め。
種本　さは　様
　堀内　正三郎様

　林　恵司様　　　　　同内容にて臨時薬７日分処方となる。
阿部　久雄　様　　　　

　吹越　勇一様

　阿部　義一様

＜褥瘡評価＞

・林　恵司様～左臀部：4点（8/7発生）

　　　　　　　処置と体位交換を行い、なるべく臥床の時間を作っていく。

・石井　すみ様～左足：3点（8/7発生）
　　　　　　　　体交表の確認し、マットレスを厚めのものと交換し対処していく。

・阿部　義一様～左臀部：4点（8/7発生）

　　　　　　　　体交表の確認し、重圧の分散の対処をしていく。
・木村　留吉様～右大転子：5点（前回7点）

　　　　　　　　引き続き、処置と体位交換を実施していく。

・北向　みつる様～右腸骨部：5点（8/7発生）

　　　　　　　　　仙骨部：18点（前回と変わらず）

　　　　　　　　　側腹部：5点

　　　　　　　　　引き続き、処置と体位交換を実施していく。

・中市　正治様～左臀部：6点

　　　　　　　　改善傾向見られているため、引き続き、体位交換実施していく。

・高橋　礼子様～仙骨部：3点　右大転子部：5点。

床に長時間座っている事ある為、自床へ誘導し、臥床して頂く。

　　　　　　　　ラップが外れている事もあるため、こまめに確認し処置をしていく。
・堀内　正三郎様～左臀部：5点（8/7発生）
　　　　　　　　　処置と体位交換実施していく。
※褥瘡評価の業務に就いたスタッフは、必ず全員分の写真を撮影し、評価して下さい。

※褥瘡が無い患者様も月１回必ず評価して下さい。

＜転入＞

北山　ミワ様（82）

主病名：混合型認知症　　合併症：糖尿病、脳梗塞、腎性高血圧、慢性肝炎

主治医：深澤Ｄｒ　　担当Ｎｓ/ＣＷ：新田Ns/勝田cw　　　キーパーソン：三男様

ユニット：南Ｃユニット209号室　　制限：なし　　退院予定先：施設
継続指示：あり、血糖測定（3検、スケールなし）

食事：一部介助・糖尿病食15単位（粥・キザミ）　義歯：あり（上義歯のみ）　　　　　　　　排泄：全介助（オムツ使用中）　

歩行：車椅子使用中　　睡眠：良好　　ＬＴセット：Ｂプラン、オムツ①

備考：・介護保険　要介護3（～Ｈ29.12.31）

· 担当ケアマネ：ひばりの里居宅介護支援事業所　福士氏

· 退院先は介護保険施設「南山苑」と希望。

→三男様は自宅退院を希望だが、同居していた長男に決定権を一任するとの事。病状が安定し次第、長男・ケアマネへ同施設入所への手続きを進めていただき、早期の施設入所を検討・調整していく。
・三男職員への対応へ不満を訴えることあり、対応に注意が必要。
